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   Combination therapy consisting of cis-diamine-dichloroplatinum (CDDP) and radiotherapy 
was used to treat bladder cancer. The subjects were 20 patients with bladder cancer we experi-
enced siuce September, 1986. They were between 33 and 83 years old and consisted of 13 males 
and 7 females. 
   Among the histotypes and grades, there were 3 cases of G2, 7 of G2 — G3 and 10 of G3 
metastatic epithelial carcinoma. The classification of primary tumors was T2 in six cases, T3a in 
12 cases and T4 in two cases. 
   In 12 cases where the bladder was preserved, this therapy was performed after TUR biopsy 
or TUR, and the effects were evaluated after observation periods of 5-17 months. 
   Side effects caused by CDDP were anorexia in 15 cases, nausea and vomiting in 10 cases, 
leukopenia in 10 cases and thrombocytopenia in four cases.Those caused by the radiotherapy 
were diarrhea in seven cases and skin disorders in six cases. All of these side effects were 
mild and the patients recovered spontaneously.
(Acta Urol. Jpn. 36: 765-770, 1989)




る.特に尿路移行上皮癌に対す る化学療法 に よる
completeresponse(CR)}ま30%程度で,これは尿
路 移 行 上皮 癌 に か な り有 効 とさ れ るcis-diaminedi-
chloroplatinum(CDDP)を使 用 して の成 績 で あ
る.こ れ に 対 し放 射 線 療法 は40%程度のCRを 示 す
が 決 して 満 足 す べ き成 績 で は な い.今 回 わ れ わ れ は
1986年9月以 降highgrade,highstageある い






















5日間連続投与を第1週 と第4週 で2ク ール行った.
CDDPの 投与中にcobalt60照射を行 うように し


























め,膀 胱 全摘 除術兼尿管皮膚 痕術後,CDDP+
adriamycin+cyclophosphamideの多剤併用療法を
行っていたが尾底骨から仙骨部の骨転移に起因する疹
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外 来 通院 して い る.
3)副 作 用
自験例 にお け る副 作 用 は,CDDPに 起 因 す る もの
は 食 欲不 振15例,悪 心 嘔 吐10例,白 血球 減 少10例,血
小 板 減少4例 で あ った.一 方,放 射 線 照射 に起 因 す る
と考 え られ る ものは,下 痢7例,皮 膚 障 害6例 で あ っ

















有効 性 に関 す る論 文 が 多数 報 告 され,動 物 実験 で も両
者 の併 用 の有 効性 は 裏 づ け られ て い る.
動 物実 験 で はWodinskyら10)が併 用療 法 の 有 効性
をP338白 血 病 に対 して報 告 し,Morrisらh)もL
互210白血 病 に 対 し て 報 告 した,Solowayらiz)は
FANFT誘 発 マ ウス膀 胱 癌 に 対 して 併 用 療 法 の有 効
性を 報告 した.
臨 床的 に はSolowayら13)は5例の再 発腫 瘍 と3例
の進 行性 膀 胱癌 に 対 して 本療 法 を 施 行 し,計8例 中5
例 のCR(67.5%)を 得 て い る,そ の 後 もHerr
ら14),Jakseら15・且6),ship且eyら17)による報告 で も75
0以上 のCRを 認 め てい る.本 邦 で は吉 岡 ら18)や森
らis)が本 療法 を 施 行 しか な り高 い 有 効性 を 認 め てい る.
さてCDDPの 投 与 法 と放 射線 照 射 の タイ ミ ング
で あるがHerrら,Jakseら,shipleyらの ご と く
放 射線 照 射 開始 前 日や 当 日に1回 大量 投 与す る方 法,
Kyriazisら2。,やWeldonら2Dのご と く放 射 線 照 射
後 早期 にCDDPを 投 与す る方 法 な どが あ るが われ
わ れ は吉 岡 ら森 ら と同様5日 間 連続 の分割 投 与 法 を行
い,CDDP投 与 中に 放 射 線 照射 が 行 わ れ る よ う に
した.CDDPと 放射 線 照 射 の 協 同作 用 の機 構 に つ
い て は 放 射線 照 射 に よるDNA損 傷 の修 復機 構 を
CDDPが 阻 害 し て い る と い う説22)やCDDPの
platinum自体 が 放 射線 感 受 性 を 増 強 させ る と い う
説23)があ る.ま たhypoxicce11の酸 素化 を 促進 させ
る意 味 で,CDDPに よ り放 射線 の効果 が増 強 され る
とい う説24)などが なお不 明の 点 が あ るが 多 くい まだ推









本論文の要旨は第76回日本泌尿器 科学会総 会に て発表 し
た.
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